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６－１ 安全管理セミナー報告書 

 





カチン州・チン州道路建設機材整備計画準備調査 

安全管理セミナー実施報告 

 

平成 27 年 7 月 22 日 

八千代エンジニヤリング株式会社 

 

標記に関し、安全管理セミナーが終了しましたので、以下のとおりご報告します。 

 

1.日程(スケジュール詳細別添) 

期間：平成 25 年 7 月 14 日（火）/ 説明会_ネピドー 

平成 25 年 7 月 15 日（水）/ マンダレー 

平成 25 年 7 月 17 日（金） / ヤンゴン 

 

2.会場 

ネピドーセミナー：2F, No.11 Building, MoC, Naypyidaw  

 マンダレーセミナー：Amarapura Ballroom, Sedona Hotel, Mandalay 

 ヤンゴンセミナー：Central Training Center, Yangon 

 

3.参加人員（出席者名簿別添） 

・ネピドーセッション 

MOC 職員：22 名  (詳細別添)  

JICA：恒岡国際協力専門員（調査団長）、川崎職員（社会基盤・平和構築部） 

JICA ミャンマー事務所：早川所員 

MLIT：中矢係長（中部地方整備局）、坂口労働安全部長（山崎建設） 

コンサルタント（YEC）：小宮、高橋、増田、橋口、濵津、他通訳２名 

・マンダレーセッション 

MOC 職員：111 名+未記入者 13 名程度(参加者総人数から推定) (詳細別添) 

JICA：恒岡専門員（調査団長）、川崎氏（社会基盤・平和構築部） 

JICA ミャンマー事務所：早川氏 

MLIT：中矢係長（中部地方整備局）、坂口労働安全部長（山崎建設） 

コンサルタント：小宮、高橋、増田、橋口、濵津、他通訳２名  

・ヤンゴンセッション 

MOC 職員：137 名(午後より不参加 11 名) (詳細別添) 

JICA：恒岡専門員（調査団長）、川崎氏（社会基盤・平和構築部） 

JICA ミャンマー事務所：早川氏 

MLIT：中矢係長（中部地方整備局）、坂口労働安全部長（山崎建設） 

調査団：小宮、高橋、増田、橋口、濵津、他通訳２名  

その他：青木事務官/村上事務官（外務本省国別第一課） 

地元新聞 2 社（計 6 名）、ミ国公営テレビ局 1 社(3 名) 

 
※MOC：Ministry of Construction 
 JICA：Japan International Cooperation Agency 
 MLIT：Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 
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4.実施内容 

(1)概要 

独立法人国際協力機構（以下、「JICA」という）は、我が国 ODA による公共施設等の建

設事業における労働災害の防止を図るため、安全管理における基本方針及び具体的な安全施

工に関する技術指針等をとりまとめた「ODA 建設工事安全管理ガイダンス」を 2014 年 9 月

に策定した。かかる状況を踏まえ、無償資金力「ミャンマー国カチン州・チン州道路建設機

材整備計画準備調査」において、ミャンマー国実施機関である建設省の同ガイダンスに対す

る理解獲得と安全意識向上を図るため、ミャンマー国において「安全管理セミナー」を開催

することとなった。 

本セミナーは、上記ガイダンスの基本方針、建設機械の事故事例、我が国道路規制に係る

規則等をテーマとした日本側による講演に続き、出席した多くの建設省関係者との意見交換

が行われるなど、成功裏に開催を終えた。 

なお、本無償資金協力本体事業のソフトコンポーネントにおいて、建設省の人材育成機関

である中央訓練センターを対象とした技術研修を実施することとしている。本技術研修は、

中央訓練センターによる良質な人材育成のための能力向上を目的としており、道路建設に必

要な技能工訓練を行うとともに、訓練を通じた実践的な安全指導を包括するものである。 

これら一連の活動を通じて、我が国建設工事の安全管理に係る知見・技術を広くミャンマ

ー関係者に普及するとともに、ひいてはミャンマー建設省の実施機関としての事業実施能力

向上に寄与するものである。 
 

(2)参加者について 

今回のセミナーは施工を実際に行っている工事従事者（作業員）を対象としている。特にチン・

カチン州の重機オペレータ及び現場責任者と今後ミャンマーの各地で実作業に従事する MOC 職

員を対象としており、マンダレー及びヤンゴンにて上記対象者を集めセミナーを実施した。尚、

各対象者の選定は U Kyaw Linn 事務次官により任命された MOC 職員が中心となり行われ、コン

サルタント（YEC）は実施促進を行った。各 MOC 側の担当者は以下の通り。 

 

1. Dr. Hlaing Moe (Deputy Director, Department of Highways) ＿全体統括 

2. U Thaung Tun (Director, Department of Highways)＿マンダレーセミナー 

3. Daw Mya Win (Director, Mechanical Compound, Department of Highways)＿ヤンゴンセミナー 

 

(3)実施内容（セミナー資料別添） 

・Safety Seminar1 

プレゼンター：増田浩司（八千代エンジニヤリング株式会社） 

タイトル：The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA 

Projects 

概要：JICA が制定した“ODA 建設工事安全管理ガイダンス”の概要説明とその内容に付随し

た実際の現場安全管理手法について実例を交えて紹介を行う。 
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・Safety Seminar2 

プレゼンター：坂口裕（山崎建設株式会社） 

タイトル：Accidents Prevention in Earth Work Site 

概要：“ODA 建設工事安全管理ガイダンス”の“第六章 安全施工技術指針 建設機械・設

備災害の防止対策”について、日本の建設現場で起きた実際の事故例の紹介と事故原

因の説明、その後に取られた安全対策や活動等について説明。 

 

・Safety Seminar3 

プレゼンター：中矢剛（国土交通省中部地方整備局） 

タイトル：Traffic Regulation for Road Work 

概要：“ODA 建設工事安全管理ガイダンス”の公衆災害防止についての観点から特に交通事

故の防止対策に関して、日本の法制度とその仕組み、道路規制の手法や取決め等につ

いて説明。 

 

・Outdoor Exercise @ Central Training Center (CTC) campus 

プレゼンター：増田浩司（八千代エンジニヤリング株式会社） 

タイトル：Height Safety Measure / Traffic Regulation 

概要：建設時に用いられる足場説明と高所作業時に気を付けるべき安全管理ポイントについて

の説明。また高所作業に関らず、工事安全上必要である安全保護具類の紹介とその使

用方法の説明。 

 

(4)その他 

CTC のセミナーではミャンマーの地元紙２社とテレビ局１社による取材があり、ミャンマー

側の関心の高さが伺えた。新聞報道では写真と共にセミナーの目的や建機案件に関する紹介が

写真つきで紹介された。※新聞記事別添 

また、同セミナーでは午後 2 時程から外務本省国別第一課の青木事務官、村上事務官両名に

よる研修視察が行われ、セミナーの実施状況及びセミナー内容について JICA 川崎職員による

説明が行われた。 

 

5.実施成果（アンケート別添） 

今回のセミナーは実際の作業員を意識したセミナーであった事もあり、参加者の殆どは初め

ての外国人講師によるセミナーであった。特に安全管理に関する内容はこれまで実施された事

がなく、教育を受ける大変貴重な体験であったと多くのセミナー参加者から意見を頂いた。ま

た事故例や具体的な改善例等を多く紹介した事が印象に深く残ったようであり、今後も今回と

同様のセミナーを多数実施して欲しいとの強い要望があった。更に先方からは、資機材のメン

テナンス方法や効率的な使用/運営方法などの実現場に直結するような内容についての要望が

あり、日本技術による工事現場の“カイゼン”に強い興味を示させる結果となった。 

また、アンケートによると、理解度も非常に高く、真に現場に迫った内容であった事や写真

や実例をふんだんに取り入れた事が効果を高めた要因であったと思われる。意識の向上面では

機械部門の人間を中心として、チン・カチン州での工事に積極的に関与したいという声が多く、

セミナーに参加したことにより研修生の士気が高まったと感じた。 

一方、今回セミナーでは座学中心であったため、実現場での危険留意事項や現場での確認事
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項を十分に説明できなかった。そのため知識の定着及び水平展開のために同様のセミナーを継

続的に実施すると共に、施工現場で TOT を行う等の対策の必要性が確認された。 

 

別添一覧 

１．実施スケジュール/配布プログラム 

２．出席者名簿（ネピドー、マンダレー、ヤンゴン） 

３．セミナー資料（PPT） 

４．アンケート 

５．セミナー写真 

６．新聞報道記事 
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別添１ 

実施スケジュール 

 

第二次現地調査日程

団長：恒岡　伸幸 計画管理：川崎　賢宏 中矢　剛（中部地整） 坂口　裕（山﨑建設） 小宮  雅嗣 高橋　功 橋口　悦夫 増田　浩司 濵津　陽一

1 7月5日 日 - - - - - - - -
移動：［成田（11:00）NH813
→ヤンゴン(15:40)］

ヤンゴン

2 7月6日 月 - - - - - - - -
・CTC事前協議
・セミナー準備

ヤンゴン

3 7月7日 火 - - - - -
移動：［成田（11:00）NH813

→ヤンゴン(15:40)］
-

移動：［成田（11:00）NH813
→ヤンゴン(15:40)］

・CTC事前協議
・セミナー準備

ヤンゴン

4 7月8日 水 - - - - -

10:00 中央訓練センター
DFR説明・協議
14:00 橋梁試験研究所
DFR説明・協議
15:00 道路試験研究所
DFR説明・協議
16:30 JICAミャンマー事務
所 打合せ

- ヤンゴン

5 7月9日 木
移動：［成田（11:00）NH813

→ヤンゴン(15:40)］
移動：［成田（11:00）NH813

→ヤンゴン(15:40)］
- - -

10:00 下ミャンマー機材管
理センター DFR説明・協議

- ヤンゴン

6 7月10日 金
中央訓練センター DFR説
明・協議

中央訓練センター DFR説
明・協議

- - -

9:30 JICAミャンマー事務
所 打合せ
10:30 中央訓練センター
DFR説明・協議

- ヤンゴン

7 7月11日 土 ・団内協議 ・団内協議 - -
移動：［成田（11:00）NH813

→ヤンゴン(15:40)］
・団内協議 　総括と同行程

ヤンゴン／マン
ダレー

8 7月12日 日 ・団内協議 ・団内協議

移動：[中部（7:55）NH338
→成田（9:05）]［成田
（11:00）NH813→ヤンゴン
(15:40)］

移動：［東京（11:00）NH813
→ヤンゴン(15:40)］

ヤンゴン／ネ
ピドー／マンダ
レー

9 7月13日 月

・ヤンゴン→ネピドー移動
（飛行機）
・道路局　DFR説明・協
議、MD（案）説明

・ヤンゴン→ネピドー移動
（飛行機）
・道路局　DFR説明・協
議、MD（案）説明

ネピドー

10 7月14日 火

AM
・安全セミナー概要説明
（道路局本省）
PM
・道路局　DFR説明・協
議、MD署名・締結
・ネピドー→マンダレー移
動（車両）

　団長と同行程 マンダレー

11 7月15日 水 マンダレー

12 7月16日 木 ヤンゴン

・インセイン機械訓練セン
ター協議

ヤンゴン

機中泊

14 7月18日 土
・成田着（6：50）
・成田→名古屋（新幹線
他）

・成田着（6：50） 機中泊

15 7月19日 日 -

宿泊地

・CTC事前協議
・セミナー準備

日順 月日 曜日

官団員（JICA） 安全セミナー講師 総括/事業計画

・ヤンゴン→ネピドー移動（飛行機）
・安全セミナー打合せ

・道路局　DFR説明・協議、MD（案）説明
・セミナー準備・協議
・マンダレー→ネピドー移動（車両）
・安全セミナー打合せ

副総括
/道路橋梁整備計画

機材計画
/機材維持管理計画

安全計画
業務調整

/安全計画補助

・CTC事前協議
・セミナー準備

・CTC事前協議
・セミナー準備、講習用足場組立

・ヤンゴン→マンダレー移動（車両）

・団内協議
・ヤンゴン→ネピドー移動（車両）

・セミナー準備・協議

AM
・安全セミナー概要説明（道路局本省）
PM
・ネピドー→マンダレー移動（車両）

　団長と同行程

AM
・安全セミナー概要説明（道路局本省）
PM
・ネピドー→マンダレー移動（車両）

・マンダレー→ヤンゴン移動 ・マンダレー→ヤンゴン移動

・安全セミナー開催（マンダレー市内セドナホテル）

・成田着（6：50） ・調査団員帰国：[ヤンゴン（21:45）→成田（6:50）+1]

成田着(06:50)

13 7月17日 金

・安全セミナー開催（中央訓練センター）

移動：[ヤンゴン（21:45）→成田（6:50）+1]

・安全セミナー開催（中央訓練センター）
・JICAミャンマー事務所への報告
・在ミャンマー日本国大使館への報告

団長と同行程
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別添１（マンダレーセミナープログラム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添１（ヤンゴンセミナープログラム） 
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別添１（ヤンゴンセミナープログラム） 
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別添２ 

研修参加者リスト(ネピドー1/2) 
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別添２ 

研修参加者リスト(ネピドー2/2) 
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別添２ 

研修参加者リスト(マンダレー1/3) 
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別添２ 

研修参加者リスト(マンダレー2/3) 
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別添２ 

研修参加者リスト(マンダレー3/3) 
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別添２ 

研修参加者リスト(ヤンゴン 8/9) 
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別添２ 

研修参加者リスト(ヤンゴン 9/9) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 1/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 2/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 3/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 4/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 5/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 6/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 7/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 8/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 9/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 10/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 11/12) 
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別添３ 配布資料(The Guidance for the Management of Safety for Construction Works in Japanese ODA Project 12/12) 

 

A
6
-
3
3



別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 1/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 2/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 3/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 4/10) 

 

A
6
-
3
7



別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 5/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 6/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 7/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 8/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 9/10) 
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別添３ 配布資料(Accident Prevention in Earth Work Site 10/10) 
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別添３ 配布資料(Traffic Regulation for Road Work 1/8) 
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別添３ 配布資料(Traffic Regulation for Road Work 2/8) 
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別添３ 配布資料(Traffic Regulation for Road Work 3/8) 

 

A
6
-
4
6
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別添 4 アンケート 

（職種別理解度/1 部 ODA 安全管理ガイダンス １章～4 章） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 部（ODA 安全管理ガイダンス １章～4 章）の理解度は全職種において 100%近い結果となっ

た。傾向として現場管理を行っている職種/現場管理をこれから行う職種は特に理解度が高い結果

となっており、施工を行っている職種/施工に多くは携わらない職種では理解度が若干さがる傾向

にあった。これは職種上安全管理について一定の理解が既にあった事に起因していると思われる。 
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別添 4 アンケート 

（職種別理解度/ 2 部 重機災害事例と防止） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 部（重機災害事例と防止）の理解度も全職種において 100%近い結果となった。全体平均では

“よく理解できた”が 70%を超えており、1 部よりも高い理解度を示した。全体傾向としては１

部と同様に管理部門の理解度がたかく、現場から遠い Officer についてはもっとも低い理解度とな

っている。質問時の要望として Operator からは現場での具体的な管理や留意点等についてセミナ

ー等を実施して欲しいとの声があがっており、理解度の低さは意識の低さというよりも、現場と

セミナー内容を結びつけるのが多少困難で有った事と思われる。日本の工事現場もそうだが、職

人は現場主義であり、実地での直接指導が効果的である事と思われる。 
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別添 4 アンケート 

（職種別理解度 / 3 部 工事のための交通規制） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 部（工事のための交通規制）の理解度も非常に高い結果をしめしたが、“よく理解できた”

が全体平均では 67%にとどまった。日本での規制実態に関しては興味およびその重要性について

は認識されたものの、これまで道路規制についてあまり問題視されていなかった事や工事中の交

通災害についても認識が薄かった事がこの結果となったと思われる。今回のセミナーを契機とし、

向上した安全意識をさらに促進するような技術協力が必要と思われる。 
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別添 4 アンケート 

（職種別理解度 / 4 部 足場の安全実習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 部（足場の安全実習）についての理解度は此れまでの内容とことなり、一番理解度が低い結

果となった。“よく理解できた”の全体平均では 50%にとどまり、“よくわからなかった”や“全

然わからなかった”等も回答も多く見られた。要因としては足場については MOC は仮設工事を

行った経験が少ない事や、ビティ―足場は近年（ここ１年）ようやく緬国で使用されるようにな

ったものであり、そもそも基礎知識すらない状態であった事が結果に影響を及ぼしていると考え

られる。その理由としては高所作業を行った経験が少ない事や危険意識がそもそも少ない事、足

場上での作業実施を行った経験が少ない事でセミナーで紹介した留意点と経験とを結び合わせる

事が困難であった事が挙げられる。 
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別添 5 セミナー写真 
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別添 6 新聞報道記事 
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